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1. 皮膚とコーチゾール 
r麻生和雄
グルココルチコイド投与は糖質中間代謝に当然の
ことであるが影響をおよぼす，血中の pyruvateの
増量あるいは肝 acetylCoAの減少は報じられてお
り，皮膚においてもコハク酸脱水素酵素などの TCA
を中心とした酵素の抑制が組織化学的に明らかにさ
れている。 Bl欠乏動物においてもコーチゾル投与
後の欠乏の進行が早く早期に死亡する。今回は皮膚
ホモジネートに基質として TCA代謝物を用い，コ
ーチゾ〉レを添加した皮膚呼吸について，また時間の
経過によるコーチゾ JレA環の不活性化について，
一部は 14CコーチゾJレを用いた成績について報告し
た。(一般演説〉 
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小林健正
エリテマトーデスの病型分類は幾っかあるが，侵
襲が integmentに限られる慢性型と系統的擢患を
伴う急性型とに分ける Hauserの分類が便利と考え
る。その際，前者では cutaneoushyperreactivity 
を特異とし，後者ではその傾向が消失し， plasmo-
pathiaの徴候が顕著に現われる。演者は最近 5年間
に我教室のエリテマトーデス患者について施行せるリ
ウマチ性疾患のための血清反応， LE-test，Johnes-
Thompson試験，寒冷凝集試験， Paul-Bunnel反
応，梅毒血清反応， Coombs試験を上記分類に従っ
て比較検討した。各反応は静的，動的に追求され，
いずれも有意の差をもって急性型に高陽性率を得た
が，慢性型にも血清反応の病的徴候を経験したので，
後者も疾病系統化の要素を有するものと考える。以
下に所見の概略を述べる:
病的 ASLO値は急性型症例の 40.0%，慢性型症
例の 20.9%に得られたが， 病型の如何を問わず若
年発病者に血中溶連菌抗体価の上昇を認める可能性 
があり，壮年期以後における本症発病者にはこの傾
向がなかった。また ASLO値の病者と然らざる者と
の発病年令頻度分布の累積百分率を病型別に検討す
ると，急性型患者の半数では溶連菌感染が発病に対
して何らかの役割を演じており，かかる症例はほと
んど 10才台に発病し， しかも田園居住者よりも市
街地居住者の多いことを知った。 CRPは急性型で
は症例の 80.0%，慢性型では 20.9%に陽性を経験
したが，その陽性率は急性型では結節性紅斑のそれ
を上廻るが，慢性型では逆であり，定量的には急性
型においても 3+以上の値を得難い点で結節性紅斑
や皮膚粘膜眼症候群とは対照的である。しばしばい
われている CRPと赤沈値との正の相関は急性型で
は或る程度満足するが，この相関は慢性型には全く
認められなかった。 リウマチ因子の検出には Rose
反応と LFT(RA・test)とを用いた。 Rose反応は
急性型の 9例中 8例に，慢性型の 8例中 1例に 32倍
ないしそれ以上の値を得， RA-test は急性型の 69.6
%，慢性型の 12.7%に陽性例を得た。動的検索を
行なった後者についていえば，その陽性値はエリテ
マトーデスの症期によって変動するが，結節性紅斑
ほど動揺が激しくない。 Johnes・Thompson試験は
急性型に特異的とはいえず，間葉系疾患にしばしば
陽性を呈するが， 2+以上は急性型 91.7%，慢性型
30.9%であった。 latex-nuc1eoproteinreagentに
よる LE-testは演者の経験では他の皮膚疾患はも
とより慢性型でも陽性を呈さず，急性型においても 
5陽性例を得たにすぎないので，急性型に極めて特
異的と考えられる。本反応は LE現象より陽性を得
難いが，その陽性反応は LE現象ほどステロイド治
療に敏感でない。寒冷凝集反応は急性型 13例，慢
性型 9例に試みられたが，異常高値は急性型の 2例
にのみ証明せられ，急性型の 16例と慢性型の 11例
に行なった Paul-Bunnel反応はそれぞれ 67.5%， 
36.4%"に 56倍以上の値をみたが， 448倍という異
常高価は急性型の 1例にのみ得られた。急性型の 25
例と慢性型 10例とに行なった梅毒血清反応におけ
る非特異的陽性値は頻度順にガラス板法 (13.3%)，
凝集法 (11.8%)，緒方ワッセルマン (8.6%)カーン
法 (5.9%)に認められ，ブローニング法，村田反応， 
RPCF には陽性結果を経験していない。この陽性例
のなかには慢性型が 1例ある。 Coombs試験は血球
を用いるので既述の諸反応と趣を異にするが，急性
型では 10例中 2例，慢性型では 13例中 1例に直接
試験管法で陽性を記録した。
